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夕霧 一 



匕,！ 

紮 ーェ咅 

與謝野 晶子 訳 



帰り こし 都の 家に 音 無しの 滝 はおち ね 

ど 涙 流る る (晶子) 

恋し さのお さえられない 大将 はまた も 小 野の 山荘に 

宫を お訪ねしょう とした。 四十九日の 忌 も 過ごして か 

ら 静かに 事の 運ぶ ようにす るの が いいので あると も 

知ってい るので あるが、 それまでに まだ あまりに 時日 

がぁリ 過ぎる、 もう 噂 を 恐れる 必要 もない、 この 際 は 

どの 男性で も 取る 方法で 進み さえ すれば 成り立 つ てし 

まう 結合であろう とこん な 気にな つてい るので あるか 



上げて ください。 皆 宿命が あって、 一生 孤独で いよう 

と あそばしても、 そうな つて 行かない という こと もお 

話し 申す といい。 人生が 望み どおりに 皆なる もので あ 

れば、 この 悲しい 死別 はなされなくても よかった わけ 

ではありません か」 

などと 夕霧 は 多く 言う ので あるが、 少将 は 返事 もで 

たんそく しか な 

きずに 歎息ば かりして いた。 鹿が ひどく 啼 くの を 聞い 

ていて、 「われ 劣らめ や」 (秋 なれば 山と よむ まで 啼く 

ひと ね といき 

鹿に われ 劣らめ や 独り 寝る 夜 は) と 吐 息をついた あと 

で、 



いっと か は 驚かすべき あけぬ 夜の 夢 さめて とか 言 

ひし 一 一一 目 

「上より おつる」 (いかにして いかによ からん 小 野 山 

の 上よ リ おつる 音 無しの 滝) と 書かれた ものら しい。 

巻いて 上包み をした あとで も 「いかによ からん」 など 

と 夕霧 は 口にして いた。 侍 を 呼んで 手紙の 使い はすぐ 

に 小 野へ 出された。 内容の 全部 はよ くわから なかった 

が、 返事 だけ は 手に入れて 読みたい ものである、 それ 

によ つ て 真相が 明らかになる であろうと 夫人 は 思 つ て 

いた。 



「そんな こと はよ ろしくない。 皆が いろいろな 変わつ 

た 境遇に いる こと も 望ましい ことで はない が、 保護者 

のない 者が 尼に なった ために、 かえって 浮いた 名 を 立 

てられる ことがあったり、 俗で いる 以上に 煩悩 を 作ら 

なければ ならない ことができ たりして は、 この 世の 幸 

福 も 未来の 幸福 も 共に 無にして しまう ことになる。 自 

分が 僧に なって いる 上に、 三の 宫が 出家 をして いる。 

今 また 二の 宮が 同じ こと をして は、 子孫の 絶えて いく 

一家と 見られる の も、 世の中 を 捨てた 自分に とって は 

かまわない ことで あるが、 必ずしも また 今 競って 出家 

は 実 S する に 及ばな いこと だと いう こと は 自分に もで 



将が 力を入れて くださる ので ございま すから、 あなた 

様 御 一身に ついて 考え ますれば、 御 再婚 を あそばす こ 

と を こ れが 最上 のこと と は 申されません の で) J ざい ま 

すが、 しかし 昔の 内親王 様が たに もそう した 例 は 幾つ 

もあった ことで、 御 自分の 御意 志で もな く、 運命に 従つ 

て 皆そう おなりに なった ので ございま すから、 何も あ 

なた 様お 一 方が 世間から 批難され る はず もない ので ご 

ざいます。 これほどのお 方のお 志 をお 退けになります 

の は、 あまりに も 御 幼稚な ことと 申す ほか は ございま 

せん。 女性の 方で も 独立して 行けぬ こと はない と 思 召 

まち 

すでし ようが、 実際問題 になり ますと、 御自身 をお 護 



え つ てお 恨みになる ので ございま すから、 私 ども も そ 

の 苦痛 を いたした くご ざいません。 殿様 のこと を 宮様 

に 申し上げる- と はで きな いので) J ざ います」 

と 少将 は 言う。 

そうめ い 

「変な ことで はない か、 聡明な 方の ように 想像して い 

たのに、 こんな ことで は 幼稚な ところの 抜けぬ 方と 思 

う ほか はないで はない か」 

夕霧が 自分の 考え を 言って、 宫 のために も、 自分の 

ために も 世間の 批議を 許さぬ 用意の 十分 ある こと を 説 

くと、 

「それ はそう で ございま しょうが、 ただ今で はお 命が 



「聞いた こと も 見た こ ともないと 申します こと は、 あ 

なた 様の あまりに お早まりに なった 御用 意の ことで ご 

ざいましょう。 道理 は どちらに あると 世間が 申す で) J 

ざ いまし ようか」 

と 少し 少将 は 笑った。 こんな ふうに 強く 抵抗 をして 

みても、 今 はよ その 人で なく 主人と 召使の 関係に なつ 

ている 相手で あるから、 拒み 続ける こと はさせ ないで、 

少将 を つれて、 おおよその 見当 をつ けた 宮の御 寝室へ 

はいって 行った。 宫は あまりに 思いやり のない 心で あ 

ると 恨めしく 思 召されて、 若々 しいし かた だと 女房た 

うちぐら 

ちが 言っても よいと いう 気に おなりに なって、 内蔵の 



大将 は 六 条院へ 来て 休息 をした。 花 散 里 夫人が、 

r 一 条の 宮様と 御 結婚な すった と 太 政 大臣 家 あたりで 

うわさ 

はお 噂して いるよう です が、 ほんとう のこと は どん 

な ことなの でしよう」 

み す きちょう 

とおお ように 尋ねた。 御簾に 几帳 を 添えて 立てて 

あつたが、 横から 優しい 継母の 顔 も 見える ので ある。 

うわさ な 

「そんな ふうに 噂 もされる でしよう。 亡くなられた 

みやす どころ 

御 息 所 は、 最初 私が 申し込んだ ころに はもっての ほか 

のことの ように 言われた ものです が、 病気が いよいよ 

悪くな つたころ に、 ほかに 託される 人の ない のが 心細 

かった のです か、 自分の 死後の 宮様 を 御 後見す るよう 



にと いうよう な 遺言 をされ たもので すから、 初めから 

好きだった 方で も あるので すから、 こういう ことにし 

たのです が、 それ を いろいろに 付会した 噂 もす るで 

しょう。 そう 騒ぐ ことで ない こと を 人 は 問題に したが 

ります ね」 

と 夕霧 は 笑って、 

「ところが 御 本人 はま だ 尼に なりたい とば かり 考えて 

おいでにな るので すから、 それ もそう おさせして、 い 

ろい ろに 続き 合った 面倒な 人た ちから 悪く言われる こ 

ともなく した ほうがよ いと は 思われ ますが、 私と して 

は 御 息 所の 遺言 を 守らねば ならぬ 責 itt 感が あつ て、 と 



一 条 では まだ 前夜の まま 宫が 内蔵から お出に ならな 

いために、 女房た ちが、 

「こんな ふうに い つまで もして おいでになりまして は 

若々 しい、 もののお わかりに ならぬ 方 だとい う 評判 も 

立ちましょう から、 平生のお 座敷へ お帰りに なり まし 

て、 そちらで お 心持ち を 殿様の 御 了解なさい ますよう 

にお 話し あそばせば よろしい では ございま せんか」 

と言うの を、 も つ ともな ことに 宮も お思いになる の 

そし 

であるが、 世間で これからの 御自身が お受けになる 譏 

り もつ らく、 過去の ある ころに その 人に 好意 を 持って 

おいでになった 御自身 を さえ S めしく、 そんな ことか 



しいて いろいろな こと を おっしゃる のが 非常にお 恨め 

しく 思われる ので ございます。 人が 見て どう 私が 思わ 

れる ことでしょう。 その 一部 は 私の 不幸な せいでも あ 

るで しょうが、 あなた 様が お 一 人ぎ め を あそばし たか 

らだ とこれ を 思います」 

とまた 御 抗弁に なった。 まだ 親しもうと あそばす ふ 

うはない。 そうは 言っても、 いつまでも 真の 夫婦に な 

リ えない こと は、 人の 口から 世間へ も 伝わる であろう 

から 恥ずかし いと、 この 女房た ちに 対して さえき まり 

悪く 思う 大将であった。 

「実際 の y J と は 宮様 の 御意 志 ど おりの 関係に と どめる 



が 一条で 始めて いる 数日間 を、 三条の 夫人 はもう 捨て 

られ 果てた ものの ように 見て、 これほど 愛 を ことごと 

く 新しい 人に 移す こと もしないで あろうと 信頼して い 

たの は 自分の 誤解であった、 忠実であった 良人が ほか 

こんせき 

に 恋人ので きた 時 は、 愛の 痕跡 も 残さず 変わって しま 

うそ 

う もの だと 人の 言う のは噓 でない と、 苦しい 体験 を は 

じめ て するとい う 気 もして- ,1 の 侮辱に じ つ と 堪えて い 

る こと はでき ない ことで あると 思って、 父の 大臣 家へ 

よ やしき にょご 

方角 除け に 行く と 言って 邸 を 出て 行った。 女御が 実 

家に 帰って いる 時で もあった から、 姉 君に も 逢って、 

くも い 力り 

悩ましい 気持ちの 少し 紛らす こと もで きた 雲井の 雁 夫 
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